１　次の文章を読んで後の問いに答えなさい。

「王様は、人を殺します。」

「なぜ殺すのだ。」

「悪心を抱いている、というのですが、誰もそんな、悪心を持っては居りませぬ。」

「たくさんの人を殺したのか。」

「はい、はじめは王様の妹婿さまを。それから、御自身のお世嗣を。それから、妹さまを。それから、妹さまの御子さまを。それから、皇后さまを。それから、賢臣のアレキス様を。」

「おどろいた。国王は乱心か。」

「いいえ、乱心ではございませぬ。①人を、信ずる事が出来ぬ、というのです。このごろは、臣下の心をも、お疑いになり、少しく派手な暮しをしている者には、人質ひとりずつ差し出すことを命じて居ります。御命令を拒めば十字架にかけられて、殺されます。きょうは、六人殺されました。」

　聞いて、メロスは激怒した。「あきれた王だ。生かして置けぬ。」

　②メロスは、単純な男であった。買い物を、背負ったままで、のそのそ王城にはいって行った。たちまち彼は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じゅんら),巡邏)の警吏に捕縛された。調べられて、メロスの懐中からは短剣が出て来たので、騒ぎが大きくなってしまった。メロスは、王の前に引き出された。

「この短刀で何をするつもりであったか。言え！」③暴君ディオニスは静かに、けれども威厳をもって問いつめた。④その王の顔はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうはく),蒼白)で、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みけん),眉間)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しわ),皺)は、刻み込まれたように深かった。

「⑤市を暴君の手から救うのだ。」とメロスは悪びれずに答えた。

「おまえがか？」王は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(びんしょう),憫笑)した。「⑥仕方の無いやつじゃ。おまえには、⑦わしの孤独がわからぬ。」

「言うな！」とメロスは、いきり立ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はんばく),反駁)した。「人の心を疑うのは、最も恥ずべき悪徳だ。王は、民の忠誠をさえ疑って居られる。」

「疑うのが、正当の心構えなのだと、わしに教えてくれたのは、おまえたちだ。人の心は、あてにならない。人間は、もともと私慾のかたまりさ。信じては、ならぬ。」暴君は落着いてつぶやき、ほっとためいきをついた。「わしだって、平和を望んでいるのだが。」

「なんの為の平和だ。自分の地位を守る為か。」こんどはメロスが嘲笑した。「罪の無い人を殺して、何が平和だ。」

「黙れ、下賤の者。」王は、さっと顔を挙げて報いた。「口では、どんな清らかな事でも言える。⑧わしには、人のはらわたの奥底が見え透いてならぬ。おまえだって、いまに、はりつけになってから、泣いてわびたって聞かぬぞ。」

問１　①「人を、信ずることができぬ」とあるが、この王とは対照的なメロスの考えが述べられている部分を文中から19字で書き抜きなさい。

問２　②「メロスは単純な男であった」とあるが、単純とはこの場合どのような意味か。

問３　③「暴君ディオニス」とあるが、王が暴君とされているのはなぜか。

問４　④「その王は～」とあるが、ここには王のどのような心情が表れているか。

問５　⑤「町を～救うのだ」とは、どうすることか。簡単に答えよ。

問６　⑥「仕方のないやつじゃ」には、王のメロスに対するどのような気持ちが込められているか。

問７　⑦「わしの孤独」について、王はなぜ孤独なのか。

問８　⑧「わしには、人のはらわたの奥底が見え透いてならぬ。」とあるが、王は人間をどのようなものだと考えているのか。

問９　王ディオニスはどのような人物として描かれているか。

２　次の文章を読んで後の問いに答えなさい。

「ああ、王はりこうだ。うのぼれているがよい。私は、ちゃんと死ぬる覚悟で居るのに。命乞いなど決してしない。ただ、――」と言いかけて、メロスは足もとに視線を落し瞬時ためらい、「ただ、私に情をかけたいつもりなら、処刑までに三日間の日限を与えて下さい。たった一人の妹に、亭主を持たせてやりたいのです。三日のうちに、私は村で結婚式を挙げさせ、必ず、ここへ帰って来ます。」

「ばかな。」と暴君は、しわがれた声で低く笑った。「とんでもない嘘を言うわい。①逃がした小鳥が帰って来るというのか。」

「そうです。帰って来るのです。」メロスは必死で言い張った。「私は約束を守ります。私を、三日間だけ許して下さい。妹が、私の帰りを待っているのだ。そんなに私を信じられないならば、よろしい、この市にセリヌンティウスという石工がいます。私の無二の友人だ。あれを、人質としてここに置いて行こう。私が逃げてしまって、三日目の日暮まで、ここに帰って来なかったら、あの友人を絞め殺して下さい。たのむ、そうして下さい。」

　それを聞いて王は、残虐な気持で、そっとほくそえんだ。②生意気なことを言うわい。どうせ帰って来ないにきまっている。この嘘つきにだまされた振りして、放してやるのも面白い。そうして身代りの男を、三日目に殺してやるのも気味がいい。人は、これだから信じられぬと、わしは悲しい顔して、その身代りの男を磔刑に処してやるのだ。世の中の、正直者とかいうやつばらにうんと見せつけてやりたいものさ。

「③願いを、聞いた。その身代りを呼ぶがよい。三日目には日没までに帰って来い。おくれたら、その身代りを、きっと殺すぞ。④ちょっとおくれて来るがいい。おまえの罪は、永遠にゆるしてやろうぞ。」

「なに、何をおっしゃる。」

「はは。いのちが大事だったら、おくれて来い。⑤おまえの心は、わかっているぞ。」

　⑥メロスは口惜しく、じだんだ踏んだ。ものも言いたくなくなった。

　竹馬の友、セリヌンティウスは、深夜、王城に召された。暴君ディオニスの面前で、⑦よき友とよき友は、二年ぶりで相逢うた。メロスは、友に一切の事情を語った。セリヌンティウスは無言でうなずき、メロスをひしと抱きしめた。友と友の間は、それでよかった。セリヌンティウスは、縄打たれた。メロスは、すぐに出発した。初夏、満天の星である。

　⑧メロスはその夜、一睡もせず十里の路を急ぎに急いで、村へ到着したのは、あくる日の午前、陽は既に高く昇って、村人たちは野に出て仕事をはじめていた。メロスの十六の妹も、きょうは兄の代りに羊群の番をしていた。よろめいて歩いて来る兄の、疲労困憊こんぱいの姿を見つけて驚いた。そうして、うるさく兄に質問を浴びせた。

「なんでも無い。」メロスは無理に笑おうと努めた。「市に用事を残して来た。またすぐ市に行かなければならぬ。あす、おまえの結婚式を挙げる。早いほうがよかろう。」

　妹はほおをあからめた。

問１　①「逃がした小鳥」とは誰のことか。

問２　②「生意気なことを言うわい」とあるが、王はメロスのどんなことばを生意気と思ったのか。

　　　一文を書き抜きなさい。

問３　③「願いを聞いた」とあるが、メロスの願いはどんなことか。30字以内で答えよ。

問４　④「ちょっと遅れてくるがいい」と王が言ったのは、王にどんな考えがあったからか。

問５　⑤「おまえの心はわかっているぞ」とあるが、このとき王はメロスの本心をどのように考えていたのか。

問６　⑥「メロスは口惜しく、じだんだ踏んだ」とあるが、それはなぜか。

問７　⑦「よき友とよき友」とあるが、そのことがわかるセリヌンティウスの様子を表す一文を書き抜け。

問８　⑧「メロスはその夜～」とあるが、このときメロスはどのような様子で村に到着したか。

３　次の文を読み、あとの問いに答えなさい。

濁流を泳ぎ切り、山賊を三人も撃ち倒し韋駄天、ここまで突破して来たメロスよ。真の勇者、メロスよ。今、ここで、疲れ切って動けなくなるとは情ない。愛する友は、おまえを信じたばかりに、やがて殺されなければならぬ。おまえは、希代の不信の人間、まさしく王の思う壺だぞ、と自分を叱ってみるのだが、全身なえて、もはや芋虫ほどにも前進かなわぬ。路傍の草原にごろりと寝ころがった。身体疲労すれば、精神も共にやられる。もう、どうでもいいという、勇者に不似合いな不貞腐れた根性が、心の隅に巣喰った。①私は、これほど努力したのだ。約束を破る心は、みじんも無かった。神も照覧、私は精一ぱいに努めて来たのだ。動けなくなるまで走って来たのだ。②私は不信の徒ではない。ああ、できる事なら私の胸をたち割って、真紅の心臓をお目に掛けたい。愛と信実の血液だけで動いているこの心臓を見せてやりたい。けれども私は、この大事な時に、精も根も尽きたのだ。私は、よくよく不幸な男だ。私は、きっと笑われる。私の一家も笑われる。私は友を欺いた。中途で倒れるのは、はじめから何もしないのと同じ事だ。ああ、もう、どうでもいい。これが、私の定った運命なのかも知れない。セリヌンティウスよ、ゆるしてくれ。君は、いつでも私を信じた。私も君を、欺かなかった。私たちは、本当に佳い友と友であったのだ。いちどだって、③暗い疑惑の雲を、お互い胸に宿したことは無かった。いまだって、君は私を無心に待っているだろう。ああ、待っているだろう。ありがとう、セリヌンティウス。よくも私を信じてくれた。それを思えば、たまらない。友と友の間の信実は、この世で一ばん誇るべき宝なのだからな。セリヌンティウス、私は走ったのだ。君を欺くつもりは、みじんも無かった。信じてくれ！　私は急ぎに急いでここまで来たのだ。濁流を突破した。山賊の囲みからも、するりと抜けて一気に峠を駈け降りて来たのだ。私だから、出来たのだよ。ああ、この上、私に望み給うな。放って置いてくれ。どうでも、いいのだ。私は負けたのだ。だらしが無い。笑ってくれ。王は私に、ちょっとおくれて来い、と耳打ちした。おくれたら、身代りを殺して、私を助けてくれると約束した。私は王の卑劣を憎んだ。けれども、今になってみると、私は王の言うままになっている。私は、おくれて行くだろう。④王は、ひとり合点して私を笑い、そうして事も無く私を放免するだろう。そうなったら、私は、死ぬよりつらい。私は、永遠に裏切者だ。⑤地上で最も、不名誉の人種だ。セリヌンティウスよ、私も死ぬぞ。君と一緒に死なせてくれ。君だけは私を信じてくれるにちがい無い。いや、それも私の、ひとりよがりか？　ああ、もういっそ、⑥悪徳者として生き伸びてやろうか。村には私の家がある。羊もいる。妹夫婦は、まさか私を村から追い出すような事はしないだろう。正義だの、信実だの、愛だの、考えてみれば、くだらない。人を殺して自分が生きる。それが人間世界の定法ではなかったか。ああ、何もかも、ばかばかしい。私は、醜い裏切り者だ。どうとも、勝手にするがよい。やんぬるかな。――四肢を投げ出して、うとうと、まどろんでしまった。

問１　①「これほど努力したのだ」とはどんなことをさしますか。文中のことばを使ってまとめよ。

問２　メロスは王のことを別の表現で何と言っているか。8字で書き抜きなさい。

問３　②「私は不信の徒ではない」とあるが、メロスは自分のことを何と考えているか、文中から

　　　4字で書き抜きなさい。

問４　③「暗い疑惑の雲」とは何か。

問５　④「王はひとり合点して私を笑い」とあるが、王がどのように独り合点するのか。

問６　⑤「地上で最も不名誉な人種」とは、ここではどんな人間のことか。

問７　⑥「悪徳者として生き延び」とあるが、具体的にどうすることか、文中の言葉を使って

　　　答えよ。

解答例

１

問１　人の心を疑うのは、最も恥ずべき悪徳だ。

問２　人の言葉をそのまま受け取り、感情のままに行動すること。

問３　罪のない人を次々と殺すから。

問４　(一時的ではなく)つもり積もった孤独や苦悩。

問５　王を殺すこと。

問６　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あわ),憐)れみ

問７　人を信じることができないから。

問８　私欲の塊

問９　人を信じることのできない王は、孤独で不幸な人間である。

２
問１　メロス

問２　私が逃げてしまって、三日目の日暮まで、ここに帰って来なかったら、あの友人を絞め殺して下さい

問３　自分の処刑まで３日間の日限を与えて欲しいということ。

問４　人は信じられないものだと見せ付けてやりたいという考え。

問５　身代わりを裏切って、自分は助かろうと思っている。

問６　王がメロスの言葉を信じないで、卑怯者と思っているから。

問７　セリヌンティウスは無言でうなずき、メロスをひしと抱きしめた。

問８　疲労困憊

３
問１　友との約束を守るため、濁流と山賊の囲みを突破し、疲れて動けなくなるまで必死に

　　駆けてきたこと。　

問２　希代の不信の人間

問３　真の勇者

問４　相手を疑う気持ち

問５　メロスは自分が耳打ちしたとおりに、わざと遅れてきた。やはり、この世に、愛や正義、

　　　信実などあるはずがないのだ。

問６　自分を信じてくれた友人を裏切った人間

問７　人を殺して自分が生きること。

